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日本のボールペンは海外でも人気で、国内生産量の6割以上が輸出されている
2021年に輸出されたボールペンは全国で11億本、金額ベースでは556億円と、比較できる統計のある1988年以降で2番目に金額が大きかったことが横浜税関のまとめでわかった。港別では数量・金額ともに横浜港が7年連続で最も多かった。


日本のボールペンは、握りやすさやデザイン、書き味、速乾性に優れ、消せる機能を持つタイプもあり、海外で人気となっている。国内生産量の6割以上が輸出されており、米国と中国で数量・金額ともに輸出の半数を占める。

国別で売れ筋に違いがあり、米国では太字でなめらかな書き味が好まれ、中国では細字のゲルインクボールペンの需要が高い。欧州では消せるボールペンの人気が高いという。

横浜税関によると、前項のボールペンの輸出数量は1988年の5億3千万本から徐々に増加し、2000年に最多の14億5千万本まで伸びた。金額でも00年が573億円で最高となった。

その後は主な輸出先の米国の景気が00年の同時テロで後退した影響などで需要が落ち込んだが、リーマン・ショックの影響を受けた09年以降は訪日外国人の増加などもあり、徐々にアジアや新興国を中心に輸出が拡大していった。





